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1. 2022年3月期第1四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

（注）「自己資本比率」は（期末純資産の部合計－期末新株予約権－期末非支配株主持分）を期末資産の部合計で除して算出しております。 
   なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する四半期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第1四半期 35,029 △2.3 6,449 55.0 4,359 73.0
2021年3月期第1四半期 35,883 0.4 4,159 △12.9 2,519 △19.2

（注）包括利益 2022年3月期第1四半期  1,638百万円 （△88.1％） 2021年3月期第1四半期  13,851百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第1四半期 95.34 94.96
2021年3月期第1四半期 55.19 54.90

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年3月期第1四半期 9,878,179 452,608 4.3
2021年3月期 9,706,533 453,845 4.4
（参考）自己資本 2022年3月期第1四半期 433,738百万円 2021年3月期 434,673百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 60.00 ― 60.00 120.00
2022年3月期 ―
2022年3月期（予想） 60.00 ― 60.00 120.00

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率） 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

経常利益 親会社株主に帰属する当期純利益 1株当たり当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 8,200 △24.2 5,200 △23.5 113.76
通期 17,100 △2.2 11,000 1.8 240.66



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、 
その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期1Q 45,942,978 株 2021年3月期 45,942,978 株
② 期末自己株式数 2022年3月期1Q 139,867 株 2021年3月期 236,005 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期1Q 45,717,175 株 2021年3月期1Q 45,649,100 株



[添付資料の目次] 

１  ．当四半期決算に関する定性的情報 ……………………………………………………………… Ｐ．２ 

(１) 経営成績に関する説明 …………………………………………………………………………… Ｐ．２ 

(２) 財政状態に関する説明 …………………………………………………………………………… Ｐ．２ 

(３) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ……………………………………………… Ｐ．２ 

２ ．四半期連結財務諸表及び主な注記………………………………………………………………… Ｐ．３ 

(１) 四半期連結貸借対照表 ………………………………………………………………………… Ｐ．３ 

(２) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 …………………………………… Ｐ．５ 

(３)四半期連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………… Ｐ．７ 

(継続企業の前提に関する注記） …………………………………………………………………… Ｐ．７ 

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記) …………………………………………… Ｐ．７ 

（会計方針の変更）…………………………………………………………………………………… Ｐ．７ 

 (追加情報)  ………………………………………………………………………………………… Ｐ．７ 

 (重要な後発事象)  ………………………………………………………………………………… Ｐ．８ 

※2022年3月期 第1四半期決算説明資料

㈱第四北越フィナンシャルグループ（7327） 2022年3月期 第1四半期決算短信

-1-



 

１ ．【当四半期決算に関する定性的情報】 

 

(１) 【経営成績に関する説明】 

当第１四半期連結累計期間（2021年4月1日～2021年6月30日）の経常収益は、株式等売却益の減少等により前年同期

比8億53百万円減少し、350億29百万円となりました。 

経常費用は、営業経費の減少等により前年同期比31億43百万円減少し、285億80百万円となりました。 

以上の結果、経常利益は前年同期比22億89百万円増加し、64億49百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は前

年同期比18億39百万円増加し、43億59百万円となりました。 

 

(２) 【財政状態に関する説明】 

    当第１四半期連結会計期間末における財政状態につきまして、総資産は前連結会計年度末比1,716億円増加し、9兆8,781

億円となりました。また、純資産は前連結会計年度末比12億円減少し、4,526億円となりました。 

   主要勘定の残高につきましては、預金は前連結会計年度末比94億円増加し、8兆1,228億円となりました。また、譲渡性預

金は前連結会計年度末比1,121億円増加し、1,890億円となりました。 

   貸出金は前連結会計年度末比319億円増加し、4兆9,694億円となりました。 

   有価証券は前連結会計年度末比356億円増加し、2兆4,867億円となりました。 

 

(３) 【連結業績予想などの将来予測情報に関する説明】 

当第1四半期連結累計期間の親会社株主に帰属する四半期純利益の第2四半期予想値に対する進捗率は、約83％とな

っておりますが、経営環境等、今後の動向を見極める必要があることから、2021年5月14日に公表いたしました業績予想から

変更はありません。 

   なお、今後、新型コロナウイルス感染症の影響等に変化が生じ、業績予想に修正の必要が生じた場合は速やかに開示いた

します。 
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２．【四半期連結財務諸表及び主な注記】

（１）【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

資産の部

現金預け金 2,055,703 2,163,936

買入金銭債権 13,080 10,530

商品有価証券 3,234 3,232

有価証券 2,451,146 2,486,782

貸出金 4,937,462 4,969,442

外国為替 16,802 15,827

その他資産 147,069 146,907

有形固定資産 57,864 58,183

無形固定資産 17,246 16,323

退職給付に係る資産 11,584 11,947

繰延税金資産 1,167 1,180

支払承諾見返 18,614 19,308

貸倒引当金 △24,443 △25,425

資産の部合計 9,706,533 9,878,179

負債の部

預金 8,113,424 8,122,857

譲渡性預金 76,876 189,061

売現先勘定 111,132 105,257

債券貸借取引受入担保金 188,425 222,728

借用金 663,603 688,424

外国為替 186 285

信託勘定借 202 202

その他負債 62,599 63,733

賞与引当金 2,682 92

役員賞与引当金 127 －

退職給付に係る負債 694 677

役員退職慰労引当金 41 24

睡眠預金払戻損失引当金 1,831 1,727

システム解約損失引当金 12 －

偶発損失引当金 1,401 1,374

特別法上の引当金 15 16

繰延税金負債 5,646 4,628

再評価に係る繰延税金負債 5,169 5,169

支払承諾 18,614 19,308

負債の部合計 9,252,687 9,425,570
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

純資産の部

資本金 30,000 30,000

資本剰余金 87,665 87,608

利益剰余金 271,627 273,122

自己株式 △808 △478

株主資本合計 388,485 390,252

その他有価証券評価差額金 39,948 39,512

繰延ヘッジ損益 △4,452 △6,639

土地再評価差額金 6,266 6,266

退職給付に係る調整累計額 4,426 4,347

その他の包括利益累計額合計 46,188 43,486

新株予約権 692 418

非支配株主持分 18,479 18,451

純資産の部合計 453,845 452,608

負債及び純資産の部合計 9,706,533 9,878,179
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

経常収益 35,883 35,029

資金運用収益 16,659 16,132

（うち貸出金利息） 11,475 11,441

（うち有価証券利息配当金） 5,061 4,503

信託報酬 0 －

役務取引等収益 6,450 6,919

その他業務収益 7,384 8,307

その他経常収益 5,387 3,669

経常費用 31,723 28,580

資金調達費用 1,023 625

（うち預金利息） 235 165

役務取引等費用 2,152 2,115

その他業務費用 7,094 6,161

営業経費 17,815 16,556

その他経常費用 3,638 3,120

経常利益 4,159 6,449

特別利益 0 －

金融商品取引責任準備金取崩額 0 －

特別損失 8 7

固定資産処分損 8 7

金融商品取引責任準備金繰入額 － 0

税金等調整前四半期純利益 4,151 6,441

法人税、住民税及び事業税 1,298 1,725

法人税等調整額 176 211

法人税等合計 1,475 1,937

四半期純利益 2,676 4,504

非支配株主に帰属する四半期純利益 157 144

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,519 4,359
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

四半期純利益 2,676 4,504

その他の包括利益 11,175 △2,865

その他有価証券評価差額金 9,928 △598

繰延ヘッジ損益 1,046 △2,187

退職給付に係る調整額 200 △78

四半期包括利益 13,851 1,638

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 13,488 1,656

非支配株主に係る四半期包括利益 363 △18
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（３）  【四半期連結財務諸表に関する注記事項】 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

 （会計方針の変更） 

＜収益認識に関する会計基準等の適用＞ 

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年3月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等を当第1四半

期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換

に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これによる当第1四半期連結財務諸表への影響はありませ

ん。 

 

＜時価の算定に関する会計基準＞ 

「時価の算定に関する会計基準」(企業会計基準第30号 2019年7月4日。以下「時価算定会計基準」という。)等を当第１四半

期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第8項に従いデリバティブ取引の時価算定における時価調整手法に

ついて、市場で取引されるデリバティブ等から推計される観察可能なインプットを最大限利用する手法へと見直ししております。

当該見直しは時価算定会計基準等の適用に伴うものであり、当社は、時価算定会計基準第20項また書きに定める経過措置

に従い、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を当第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に反映しております。 

この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金が121百万円減少、その他資産が32百万円増加、その他負債

が207百万円増加、繰延税金資産が53百万円増加、1株当たり純資産が2円66銭減少しております。 

また、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第10号 2019年7月4日）第44-2項に定

める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしまし

た。これにより、地震デリバティブについては、従来、時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品として取得価額

をもって四半期連結貸借対照表価額としておりましたが、当第1四半期連結会計期間末よりコスト・アプローチを用いて算定し

た時価をもって四半期連結貸借対照表価額としております。 

 

（追加情報） 

＜新型コロナウイルス感染症の影響＞ 

新型コロナウイルスの感染拡大は、経済、企業活動に広範な影響を与えている事象であり、今後一定期間継続するものと

想定しております。一部の貸出先については、業績や資金繰りの悪化等の影響を受けており、貸倒等の損失が発生しており

ますが、足元の業績悪化の状況を可能な限り速やかに債務者区分判定に勘案する態勢としているほか、各種経済対策など

による信用悪化の抑制効果も見込まれることから、貸倒引当金の見積方法の変更等は実施しておりません。 

ただし、今後の感染状況や収束時期等には多くの不確実性を含んでおり、追加的な損失発生などにより連結財務諸表に

影響を与える可能性があります。 

なお、新型コロナウイルス感染症の影響に関する仮定について、前連結会計年度の有価証券報告書における（重要な会

計上の見積り）に記載した内容から重要な変更はありません。 
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（重要な後発事象） 

＜信託型株式報酬制度導入に伴う自己株式の取得＞ 

当社は、当社の監査等委員でない取締役（社外取締役および国内非居住者を除く。以下、同じ。）および当社の連結子会

社である株式会社第四北越銀行の監査等委員でない取締役（社外取締役および国内非居住者を除く。以下、同じ。）および

執行役員（国内非居住者を除く。当社の監査等委員でない取締役と株式会社第四北越銀行の監査等委員でない取締役と

執行役員を併せて、以下、「対象取締役等」という。）を対象とした信託型株式報酬制度（以下、「本制度」という。）の導入を

2021年6月 25日開催の第 3期定時株主総会においてご承認いただいておりますが、2021年7月 30日開催の取締役会に

おいて、本制度にかかる信託契約を締結することを決議し、当社株式を株式市場より取得すること等について、以下のとおり

決定いたしました。 

 

１．信託型株式報酬制度の概要 

委託者 当社 

受託者 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 

（共同受託者 日本マスタートラスト信託銀行株式会社） 

受益者 対象取締役等のうち受益者要件を充足する者 

信託契約日 2021年8月26日（予定） 

信託の期間 2021年8月26日～2024年8月末日（予定） 

議決権行使 行使しないものとする 

  

２．当社株式の取得内容 

取得株式の種類 当社普通株式 

株式の取得規模（上限額） 1,515百万円（予定） 

株式数の上限 846,900株 

株式の取得時期 2021年8月31日～2021年10月29日（予定） 

（なお、決算期（中間決算期、四半期決算期を含む。）末日以前の5営業日から 

決算期末日までを除く。） 

株式の取得方法 株式市場より取得 
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　（注）  １．記載金額は単位未満を切り捨てて表示しております。

　　　　　２．前年同期比、2020年6月末比欄の計数は、表上の数値による計算結果を表示しております。

　　　　　３．自己資本比率につきましては現在算出中につき確定次第、開示致します。

　・2021年3月期の計数

【計数の表示方法について】

　　2021年1月1日付で、当社の完全子会社である第四銀行及び北越銀行は、第四銀行を存続会社、北越銀行

　を消滅会社として合併を行い、商号を第四北越銀行に変更しております。

　　本決算説明資料における「第四北越銀行　単体」の計数につきましては、各項目の適正な期間比較を行う

　・2021年3月期第1四半期、2020年6月末の計数

　観点から、下記のルールに則り算出した計数を記載しております。

　・2022年3月期第1四半期、2021年6月末、2021年3月末の計数

　　第四北越銀行の計数

　　2020年4月～12月の第四銀行及び北越銀行の計数と、2021年1月以降の第四北越銀行の計数を単純合算

　　第四銀行及び北越銀行の計数を単純合算
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１．損益の状況

（１）第四北越フィナンシャルグループ　連結

(単位:百万円)

2022年3月期 2021年3月期 (参考)

第1四半期 前年同期比 第1四半期 2021年3月期

1 22,456 2,231 20,225 84,918

 資金利益 2 15,506 △130 15,636 60,516

 役務取引等利益 3 4,804 506 4,298 19,914

 その他業務利益 4 2,145 1,855 290 4,486

5 16,556 △1,259 17,815 71,960

6 2,816 349 2,467 5,044

 貸出金償却 7 1,447 1,042 405 1,906

 個別貸倒引当金繰入額 8 1,186 △658 1,844 1,770

 一般貸倒引当金繰入額 9 98 9 89 1,053

 延滞債権等売却損 10 ― ― ― 4

 その他 11 82 △46 128 309

12 ― ― ― ―

 営業経費

 貸倒償却引当費用

 貸倒引当金戻入益

 連結粗利益

○連結粗利益…資金利益が１億円減益となったものの、役務取引等利益が５億円、その他業務利益が１８億円

それぞれ増益となったことから、前年同期比２２億円増益の２２４億円となりました。

○経常利益…貸倒償却引当費用が３億円増加し、株式等関係損益が８億円減少したものの、連結粗利益の増益に

加え、営業経費が１２億円減少したこと等により、前年同期比２２億円増益の６４億円となりました。

○親会社株主に帰属する四半期純利益…法人税等税金関係費用が４億円増加し、前年同期比１８億円増益の

４３億円となりました。

1

12 ― ― ― ―

13 103 △215 318 996

14 2,602 △820 3,422 9,768

15 658 181 477 △1,177

【82億円】 16 6,449 2,290 4,159 17,500

17 △7 △0 △7 220

18 6,441 2,290 4,151 17,721

19 1,725 427 1,298 5,951

20 211 35 176 327

21 4,504 1,828 2,676 11,441

22 144 △13 157 646

【52億円】 23 4,359 1,840 2,519 10,795

（注）１．連結粗利益＝（資金運用収益－（資金調達費用－金銭の信託運用見合費用））

　　　　　　　　　　　＋（役務取引等収益－役務取引等費用）＋（その他業務収益－その他業務費用）

　　　２．【　】は2022年3月期第2四半期予想値

（参考） (単位:百万円)

24 5,726 3,090 2,636 13,265

（注）連結業務純益＝第四北越銀行業務純益＋その他の会社の業務純益＋関連会社業務純益×持分－内部取引

　　　　　　　　　　

 償却債権取立益

 貸倒引当金戻入益

 株式等関係損益

 その他

 非支配株主に帰属する四半期(当期)純利益

 連結業務純益

 経常利益

 特別損益

 税金等調整前四半期(当期)純利益

 法人税、住民税及び事業税

 法人税等調整額

 親会社株主に帰属する四半期(当期)純利益

 四半期(当期)純利益

1
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（２）第四北越銀行　単体

(単位:百万円)

2022年3月期 2021年3月期  (参考)

第1四半期 前年同期比 第1四半期 2021年3月期

1 19,928 1,261 18,667 76,473

2 (20,365) (501) (19,864) (81,229)

 資金利益 3 15,954 △305 16,259 62,311

うち投資信託解約損益 4 ― ― ― ―

 役務取引等利益 5 3,121 270 2,851 14,516

 その他業務利益 6 853 1,295 △442 △354

うち国債等債券損益 7 △436 760 △1,196 △4,756

8 15,332 △1,059 16,391 65,956

 うち人件費 9 7,914 △79 7,993 32,115

 うち物件費 10 6,455 △785 7,240 29,267

11 4,596 2,320 2,276 10,516

（コア業務純益） 【68億円】 12 (5,032) (1,559) (3,473) (15,273)

（コア業務純益（除く投資信託解約損益）） 13 (5,032) (1,559) (3,473) (15,273)

14 95 △30 125 1,184

 業務粗利益

（コア業務粗利益）

 経費（除く臨時処理分）

 実質業務純益

 一般貸倒引当金繰入額①

○業務粗利益･･･マイナス金利政策の長期化による有価証券利息の減少を主因に資金利益が３億円減益となったものの、

役務取引等利益が２億円、その他業務利益が１２億円それぞれ増益となったことから、前年同期比１２億円増益の

１９９億円となりました。

○実質業務純益･･･業務粗利益の増益に加え、経費が１０億円減少したことにより前年同期比２３億円増益の４５億円と

なりました。なお、国債等債券損益を控除したコア業務純益は前年同期比１５億円増益の５０億円となりました。

○経常利益･･･株式等関係損益が１６億円減少し、ネット信用コストが５億円増加したものの、実質業務純益の増益等に

より前年同期比８億円増益の５３億円となりました。

○四半期純利益･･･以上の結果、前年同期比７億円増益の３８億円となりました。

2

14 95 △30 125 1,184

15 4,500 2,350 2,150 9,331

16 830 △1,545 2,375 5,459

 うち不良債権処理額② 17 2,510 297 2,213 3,658

（貸倒償却引当費用①＋②） 18 (2,606) (267) (2,339) (4,843)

 うち貸倒引当金戻入益 19 ― ― ― ―

 うち偶発損失引当金戻入益 20 28 △19 47 50

 うち償却債権取立益 21 102 △214 316 988

 うち株式等関係損益 22 2,523 △1,684 4,207 10,890

【60億円】 23 5,331 805 4,526 14,791

24 △7 1 △8 239

 うち固定資産処分損益 25 △7 1 △8 △284

 うち減損損失 26 ― ― ― 514

27 5,324 807 4,517 15,031

28 1,285 252 1,033 4,236

29 186 △196 382 643

【42億円】 30 3,852 751 3,101 10,150

（参考）

 ネット信用コスト 14＋17－19－20－21 31 2,475 500 1,975 3,804

（注）１．コア業務粗利益＝業務粗利益－国債等債券損益

　　　２．実質業務純益＝業務粗利益－経費（除く臨時処理分）

　　　３．コア業務純益＝コア業務粗利益－経費（除く臨時処理分）

　　　４．【　】は2022年3月期第2四半期予想値

 業務純益

 一般貸倒引当金繰入額①

 四半期(当期)純利益

 臨時損益

 経常利益

 特別損益

 税引前四半期(当期)純利益

 法人税、住民税及び事業税

 法人税等調整額
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２．金融再生法開示債権

第四北越銀行　単体

　 (単位:億円) (参考) (単位:億円)

2020年6月末比

59 △ 15 74 64

破綻先債権 20 △ 2 22 18

実質破綻先債権 38 △ 14 52 45

878 129 749 810

57 6 51 41

995 120 875 917

50,527 △ 20 50,547 50,303

51,523 100 51,423 51,220

1.93% 0.23% 1.70% 1.79%

2021年3月末

正常債権

債権額合計 （Ｂ）

不良債権比率　（Ａ）÷（Ｂ）

要管理債権

小計 （Ａ）

2021年6月末 2020年6月末

破産更生等債権

危険債権

○不良債権額は前年同期比１２０億円増加し、９９５億円となり、不良債権比率も０．２３％上昇の１．９３％

となりました。

○破産更生等債権は１５億円減少したものの、危険債権は１２９億円、要管理債権は６億円それぞれ増加しま

した。

３．有価証券の状況

○第四北越フィナンシャルグループ 連結

有価証券の評価差額は５８８億円の含み益となりました。

○第四北越銀行 単体

有価証券の評価差額は６２８億円の含み益となりました。
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３．有価証券の状況

（１）第四北越フィナンシャルグループ　連結

(単位:億円) (参考) (単位:億円)

2021年6月末 2020年6月末 2021年3月末

貸借対照表  評価差額 貸借対照表  評価差額 貸借対照表  評価差額

計上額 うち益 うち損 計上額 うち益 うち損 計上額 うち益 うち損

127 0 0 0 559 5 5 0 275 0 1 0

24,658 588 817 229 24,372 465 849 384 24,150 596 860 264

1,346 428 469 41 1,127 310 397 87 1,423 499 530 31

14,881 47 94 47 14,586 78 124 46 14,947 21 87 65

8,429 111 252 141 8,658 75 327 251 7,779 75 242 167

うち外国債券 4,245 138 152 14 4,834 277 279 1 4,052 136 151 15

（２）第四北越銀行　単体

(単位:億円) (参考) (単位:億円)

2021年6月末 2020年6月末 2021年3月末

貸借対照表  評価差額 貸借対照表  評価差額 貸借対照表  評価差額

計上額 うち益 うち損 計上額 うち益 うち損 計上額 うち益 うち損

127 0 0 0 559 5 5 0 275 0 1 0

24,541 628 867 239 24,254 508 887 379 24,027 631 908 277

1,229 453 486 32 1,009 339 401 62 1,300 517 542 25

14,881 73 119 46 14,586 106 151 45 14,947 50 115 65

8,429 100 260 159 8,658 62 334 271 7,779 63 250 186

うち外国債券 4,245 141 155 14 4,834 279 281 1 4,052 139 154 15

 その他

 株式

 債券

 その他有価証券

 その他

 満期保有目的

 満期保有目的

 その他有価証券

 株式

 債券

○第四北越フィナンシャルグループ 連結

有価証券の評価差額は５８８億円の含み益となりました。

○第四北越銀行 単体

有価証券の評価差額は６２８億円の含み益となりました。
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４．預金等、貸出金残高

第四北越銀行 単体

(単位:億円) (参考) (単位:億円)

2020年6月末比

49,913 123 49,790 49,596

 うち県内貸出金 38,154 323 37,831 38,120

 うち中小企業等貸出 32,220 △ 400 32,620 32,643

 うち消費性貸出残高 13,551 331 13,220 13,481

83,467 3,331 80,136 82,234

 うち県内預金等残高 81,736 3,358 78,378 80,521

 うち個人預金等残高 54,614 2,070 52,544 53,609

 （注）預金等残高＝預金＋譲渡性預金

５．投資信託･公共債等預かり資産残高

第四北越銀行 単体

2021年3月末2021年6月末

 貸出金残高

 預金等残高

2020年6月末

○貸出金残高は、県外の低利貸出を抑制したことから事業性貸出が減少したものの、消費性貸出や公金貸出

が増加したことなどから、全体では前年同期比１２３億円増加し、４兆９，９１３億円となりました。

○譲渡性預金を含めた預金等残高は、前年同期比３，３３１億円増加し、８兆３，４６７億円となりました。

○預かり資産残高は前年同期比２９９億円増加し、８，２４１億円となりました。

公共債が５９億円減少したものの、投資信託が１５７億円、保険が２０２億円それぞれ増加いたしました。

4

(単位:億円) (参考) (単位:億円)

2020年6月末比

 預かり資産残高 8,241 299 7,942 8,155

 投資信託 1,845 157 1,688 1,788

 公共債 857 △ 59 916 863

 保険 5,538 202 5,336 5,503

（注）保険残高については、子銀行の合併に伴い算出方法を統一したため、過年度との比較の観点から、

過去に遡り変更した計数との比較を記載しております。

以 上

2021年6月末 2020年6月末 2021年3月末
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